
議会だより

No.
170
5月１日号
令和５年

発行／京都府
久御山町議会

令和５年定例会３月会議 ５月特別会議・６月会議の予定
５月１７日（水）　議会人事
６月１４日（水）　議案提案
　  １５日（木）　一般質問
　  １６日（金）　一般質問
　  ２２日（木）　総務事業常任委員会
　  ２３日（金）　民生教育常任委員会
　  ２６日（月）　予算決算常任委員会
　  ２９日（木）　議案採決

＊日程は追加・変更することがあります。

人と人との絆を取り戻す令和５年度予算可決

４会派が登壇　代表質問

３議員が登壇　一般質問

育ててくれた わがまち 久御山

…２

………………………13

………………………18

…………………24

［表紙写真：まちのがっこう　未来のダンサーにっこり］



人と人との絆を取り戻す
　　　　　令和５年度予算可決

定例会
３月会議

本会議や予算決算
常任委員会の映像配信
久御山町議会ホームページから
録画映像がご覧いただけます。

　
定
例
会
３
月
会
議
は
、
町
長
か
ら
令
和
５
年
度
当
初
予
算
や
令
和
４
年
度
補
正
予

算
、
条
例
制
定
・
改
正
な
ど
の
提
案
が
あ
り
、
議
会
運
営
委
員
会
か
ら
個
人
情
報
保

護
の
条
例
制
定
や
議
員
報
酬
な
ど
の
条
例
改
正
を
提
案
。
慎
重
審
議
の
う
え
原
案
通

り
可
決
し
ま
し
た
。

　
代
表
質
問
で
は
４
会
派
、
一
般
質
問
で
は
３
議
員
が
施
政
方
針
や
町
政
課
題
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

子ども家庭
総合支援拠点事業
子育てに悩みや不安を抱える保護者を対象に、親子の関係性や子ど
もとの関わり方などを学ぶため、講話やグループワークなどを内容
とするペアレント・トレーニングを実施する。
対 象 者：子育てに悩みを抱え受講を希望する４・５歳児の保護者
実施方法：講話、グループでのセッション、振り返りなど、年８回

おこなう

24万円

Ｑ 目的には「虐待を受けている児童を早期に発見し、迅速な
対応を図る」とあるが、この事業での効果をどのようにみ
ているのか。

Ａ 子どもたちとの関わりで難しいことがある場合
に、それが虐待に結びついていく可能性もある
と考え、虐待の早期予防という観点でこの事業
をはじめたい。

くみやま 議会だより　No.170 （2）



令和５年度　当初予算
会　計

特
別
会
計

企
業
会
計

一 般 会 計 　74億8000万円
19億1140万円

2036万円
16億5770万円

1200万円
3億1220万円
9億4124万円
12億8759万円
136億2249万円

▲5.4％
▲3.3％
63.9％
3.3％

▲0.8％
3.8％
0.2％
16.2％
▲1.7％合 計

国民健康保険（事業勘定）
三 郷 山 財 産 区

後 期 高 齢 者 医 療
水 道 事 業
下 水 道 事 業

保 険 事 業 勘 定
介護サービス事業勘定

介護
保険

予算額 対前年度
増減率（％）

＊万円未満は四捨五入（▲=減額）

自治会活動支援事業
各自治会の課題把握や、自治会活性化の検討に向けての重要なツールとなる自治会カルテを、
令和４年度に京都府立大学との連携で作成した。令和５年度はそれを更新し、地域課題の分析
に活用する。
また、地域の絆をつなぐための取り組みや地域の課題解決の取り組みをおこなう地域の活動を、
地域のきずな再構築支援事業補助金により支援する。

【地域のきずな再構築支援事業補助金の対象事業】
１．地域住民（自治会）の交流のために取り組む事業
夏祭りの開催、レクリエーション事業の開催、町施策と協働する事業（町民運動会への参加・
大学サークルと連携したスマートフォン教室の開催など）

２．地域福祉のために取り組む事業
高齢者の見守り、居場所づくり（カフェ・おしゃべり会）、子ども向けのイベントの開催など

３．自治会加入促進・自治会活動継続のために取り組む事業
加入促進チラシの作成、自治会勉強会などの開催

４．感染症対策のために取り組む事業
公会堂（集会所）の換気機能の強化など
※人件費、自治会の経常的な運営経費、食糧費、施設等整備費用は対象外

300万円

Ｑ 自治会カルテは全て作成されたのか。

Ａ 38自治会全て作成できている。

Ｑ 地域のきずな再構築支援事業補助金は、どういうような絆の再構築を考えているのか。

Ａ コロナ禍で夏祭りなど地域での事業ができなかったので、もう一度実施をしていただ
いたり、違う取り組みを、というような自治会があるので、コロナ前のような状態に
戻せるようにと考えている。

くみやま 議会だより　No.170（3）



通学路交通安全対策工事は、毎年開催の通学路安全推進会議で新たに出され
たものに対応する。
ウォーキングルート修繕整備工事は、令和４年度は
水と緑の回廊の段差の解消工事をおこなった。
今後も住民参加型の歩くまち「くみやま」推進協議
会の意見をいただいて対応したい。
安全に歩いてもらえるよう段差の解消や車止めの設
置などを視野に入れている。

小・中学校学力向上対策事業
「教師力向上スーパーバイザー」を各校の要請により配置し、授業、その他の教育
活動の観察を通して、指導・助言することにより、教師力向上を図る。また、教職
員の悩みなどの相談にも応じ、支援することで教職員の精神的な負担軽減を図る。

32万円

Ｑ 何人が対応し、どの程度の頻度で事業展開をされるのか。

Ａ ２名で９ヶ月間、回数は月１回以上を予定している。

公共交通推進事業
路線バスの利便性向上を図るため、町内バス停の環境整備をおこなう。ふるさと応
援基金を活用し、バス停の上屋を設置する。

761万円

Ｑ 高額な印象だが、どういったものになるのか。

Ａ 北川顔の府道宇治・淀線沿いにあるバス停の上屋に近いイメージで考えて
いる。

Ｑ 令和５年度は１カ所設置とのことだが、場所はどこか。

Ａ 現時点では久御山高校前のバス停を予定している。

道路橋梁維持管理事業
通学路交通安全プログラムに基づく通学路交通安全対策工事を実施することにより、
通学路の安全性の向上に努める。また、ウォーキングルート修繕整備工事を実施し、
歩くまち「くみやま」の推進に努める。

150万円

Ｑ 具体的な工事箇所は決まっているのか。

Ａ
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　久御山町議会は開かれた議会への取り組みのため、議会をより身近に感じていた
だけるように、平成27年度から本会議のインターネット中継や録画映像の配信をお
こなってきた。
　さらに令和３年度、通年議会の本格実施により委員会活動の充実がはかられたこ
とから、委員会の映像配信もおこなう
こととし、予算決算常任委員会の録画
映像の配信を試行的に議場においてお
こなってきた。
　令和５年度は、総務事業常任委員会
や民生教育常任委員会の録画映像配信
を見据え、主な開催場所である第２委
員会室の設備更新工事をおこなう。

まちの駅施設運営・維持管理事業
農産物等直売や、コワーキングスペースなど、まちの駅クロスピアくみやまの利活
用のための社会実験を令和４年度に引き続き実施する。

638万円

Ｑ コワーキングスペースについて、利用者が少なかったが令和５年度は何か改
善するのか。

Ａ 個別でリモート会議ができるようにしてほしいとの意見が多かったため、ブ
ース設置などを充実させ、利用してもらうことを目指している。

議会活性化事業 941万円

配水管幹線整備事業
浄水場から避難所などの重要給水施設までの重要管路の耐震化を推進することによ
り、大規模災害時にも安全で安心な水を安定的に供給する。

9651万円

Ｑ 工事はどこの区間になるのか。

Ａ 久御山中学校に配水する給水管の耐震化工事をおこなう。
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討
論
一
般
会
計
予
算
討
論
（
要
旨
）

　

新
市
街
地
整
備
で
は
な
く
、
安
心
し
て
農
業
が
続
け
ら

れ
る
施
策
が
必
要
。
中
央
公
園
整
備
に
つ
い
て
は
公
共
的

な
役
割
を
守
れ
る
か
疑
問
。
学
校
へ
の
教
職
員
の
増
員
が

必
要
。
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
整
備
は
、
住
民
の
声
に
耳

を
傾
け
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

住
民
の
声
に
耳
を
傾
け
た
行
政
を

反
対
巽
　
悦
子 

議
員

　

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
整
備
工
事
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
本
町
の
財
政
計
画
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ

る
。

　

よ
り
丁
寧
な
審
査
が
必
要
で
あ
り
、
継
続
費
提
案
は
不

十
分
で
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
整
備
工
事
は
審
査
が
必
要

反
対
松
尾
　
憲 

議
員

　

家
庭
の
支
援
施
策
を
充
実
し
て
出
生
者
数
の
増
加
を
目

指
さ
れ
、
新
市
街
地
み
な
く
る
タ
ウ
ン
整
備
な
ど
み
ら
い

に
進
化
す
る
ま
ち
づ
く
り
も
積
極
的
に
推
進
さ
れ
て
い
る
。

堅
実
な
財
政
基
盤
を
構
築
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
力
強
い
推

進
を
期
待
す
る
。

『
絆
の
再
構
築
予
算
』
と
位
置
付
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
積
極
的
な
予
算

賛
成
林
　
吉
一 

議
員

◆
芦
田
　
祐
介 

議
員

「
子
育
て
す
る
な
ら
久
御
山

町
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
予

算
配
分
と
す
べ
て
の
人
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
！

◆
岩
田
　
芳
一 

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
・
物
価
高
騰
に

よ
る
影
響
に
お
い
て
住
民
生

活
を
守
る
施
策
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

◆
内
田
　
孝
司 

議
員

コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、
物
価
高

騰
や
円
安
に
よ
る
、
住
民
の

負
担
増
加
に
対
す
る
支
援
を

引
き
続
き
求
め
る
。

◆
篠
田
　
久
和 

議
員

変
化
す
る
久
御
山
町
に
、
素

晴
ら
し
い
未
来
に
な
る
よ
う

な
予
算
に
期
待
し
ま
す
。

◆
島
　
　
宏
樹 

議
員

こ
れ
ま
で
の
住
民
負
担
軽
減

施
策
も
継
続
し
、
希
薄
化
し

た
絆
の
再
構
築
予
算
と
し
て

大
い
に
期
待
す
る
。

◆
中
野
　
ま
す
み 

議
員

公
共
交
通
の
利
便
性

-予
約

も
い
ら
ず
気
軽
に
乗
れ
る
、

の
っ
て
こ
バ
ス
の
復
活
を
求

め
ま
す
。

◆
林
　
　
吉
一 

議
員

安
定
し
た
農
業
経
営
を
継
続

で
き
る
よ
う
引
き
続
き
農
業

支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
樋
口
　
房
次 

議
員

不
交
付
団
体
の
強
み
を
活
か

し
た
予
算
執
行
と
し
て
ほ
し

い
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た

絆
の
再
構
築
に
期
待
す
る
。

◆
松
尾
　
　
憲 

議
員

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
整
備
、

膨
れ
上
が
る
予
算
27
億
６
５

０
０
万
円
と
は
、
ち
ょ
っ
と

待
っ
て
考
え
直
す
べ
き
だ
。

◆
松
本
　
義
裕 
議
員

希
薄
化
し
た
「
人
と
人
と
の

絆
」
を
取
り
戻
す
た
め
の
積

極
的
な
予
算
、
『
絆
の
再
構

築
予
算
』
執
行
に
期
待
。

◆
田
口
　
浩
嗣 

議
員

御
牧
校
区
人
口
減
で
の
消
滅

阻
止
施
策
を
10
年
訴
え
た
。

今
後
市
街
化
調
整
区
域
の
住

環
境
整
備
の
検
討
に
期
待
！

◆
巽
　
　
悦
子 

議
員

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
整
備

費
27
億
６
５
０
０
万
円
を
審

議
な
し
で
も
可
と
す
る
継
続

費
で
の
提
案
は
認
め
な
い
！

◆
戸
川
　
和
子 

議
員

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
期

待
し
、
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ

な
い
施
策
実
現
に
向
け
た
予

算
執
行
を
望
む
。

◆
中
井
　
孝
紀 

議
員

高
校
生
（
満
18
歳
）
ま
で
医

療
費
の
無
償
化
が
進
み
、
子

育
て
支
援
の
充
実
が
図
ら
れ

て
き
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

ひ
と
こ
と

言
わ
せ
て

新
年
度
予
算

定例会  ３月会議
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ふるさと応援推進事業
ふるさと納税の寄附金が増加したことによる返礼品や基金への積み立て。

1250万円
Ｑ 令和３年度の寄附が3,818件で令和４年度は3,500件の
見込みとされている。件数は減っているが、単価が上がっ
ているということか。

Ａ 高額な返礼品に人気が集中する傾向があり、件数は減った
が金額が増加した。

令和４年度 補正予算

ごみ処分事業
歳入の増収による、城南衛生管理組合負担金の減額。

▲285万円
Ｑ 久御山町のごみ処理の量に関係があるということか。

Ａ 焼却施設における発電収入や、資源化物（鉄・アルミ缶・ペ
ットボトル）の売り払い収入の増加で、負担金が減額された。

農産物直売所運営補助事業
クロスピアくみやま販売コーナーの収入減と人件費増額による補助金の増額。

95万円
Ｑ 今までクレジットカードやスマートフォンでの支払いもできたが、現金のみ
の支払いに変更されたことは時代に逆行している。それが売り上げの減少に
つながったとも考えるが、なぜ現金のみなのか。

Ａ 手数料の関係で利益が上がらず判断され
た。売り上げが低い状態が続いているの
で、クロスピアくみやまの社会実験など
を通してこの現状を改善できればと動い
ている。
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内水排除対策事業
みなくるタウンの進捗に合わせ、調整池の基本設計業務を次年度に繰り越すもの。

▲2020万円
Ｑ 場所や規模の計画はされていたのか。

Ａ みなくるタウンの第１期の区域内に予定しており、公共用地を有効利用して
設置していきたいと検討している。

こども園運営事業（バス借上料）
春の遠足でバス利用がなかったことから減額するもの。

▲150万円
Ｑ 金額が高いように感じるが、もともと遠足の回数は
どう考えていたのか。

Ａ 春の遠足が徒歩に変更となった。遠足１回でも１園
で３～５歳が行くため、３園分の金額となる。

区　分 補正額 補正後の額
令和４年度補正予算

一般会計（第８号） ▲3035万円
▲1308万円

▲1万円

▲993万円
〈保険事業勘定〉

190万円
▲680万円
▲805万円
▲176万円
▲2559万円
100万円

▲3353万円
▲3563万円
▲4297万円

86億1161万円
20億480万円
2719万円

16億8524万円
〈保険事業勘定〉

3億1701万円
6億1770万円
6億7144万円
1億746万円
2億3380万円
7億9675万円
7億2279万円
1億3141万円
3億685万円

特別会計

国民健康保険〈事業勘定〉（第４号）
三郷山財産区（第３号）

介護保険（第２号）

後期高齢者医療（第２号）

企業会計

水道事業
（第５号）

下水道事業
（第５号）

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

＊万円未満四捨五入
令和４年度補正予算は、年度末精査が主な内容です。
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３
月
会
議
に
て
、
議
会
運
営
委
員
会

（
戸
川
和
子
委
員
長
）
か
ら
以
前
よ
り

検
討
し
て
い
た
３
議
案
を
提
案
し
ま
し

た
。
議
案
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
（
本
会
議
で
の
採
決
結
果

は
12
ペ
ー
ジ
参
照
）
。

　

「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た

め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法

律
」
に
よ
る
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律
」
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　

し
か
し
、
改
正
後
の
「
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
法
律
（
改
正
個
人
情
報

保
護
法
）
」
は
地
方
議
会
は
適
用
除
外

と
な
り
、
各
議
会
ご
と
に
必
要
な
事
項

を
定
め
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
た
た
め
、

条
例
制
定
を
お
こ
な
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
条
例
は
最
近
の
諸
情
勢
を
勘
案

し
、
議
員
の
報
酬
を
見
直
す
た
め
に
改

正
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

議
員
の
報
酬
額
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
９
年
前
の
平
成
26
年
３
月
に
、
前

年
末
の
久
御
山
町
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
（
※
）
の
１
万
円
引
き
下
げ
る
べ
き

と
の
答
申
を
受
け
、
議
員
報
酬
の
引
き

下
げ
（
29
万
円
↓
28
万
円
）
を
お
こ
な

っ
た
。

　

そ
の
後
は
据
え
置
き
と
な
っ
て
い
た

が
、
昨
年
末
の
久
御
山
町
特
別
職
報
酬

等
審
議
会
で
、
報
酬
額
を
４
千
円
引
き

上
げ
る
べ
き
と
の
答
申
が
あ
り
、
答
申

結
果
を
尊
重
し
答
申
の
と
お
り
引
き
上

げ
（
28
万
円
↓
28
万
４
千
円
）
を
お
こ

な
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

政
務
活
動
費
は
、
住
民
相
談
や
調
査

研
究
な
ど
町
政
の
課
題
及
び
住
民
の
意

思
を
把
握
し
、
町
政
に
反
映
さ
せ
る
議

員
活
動
な
ど
に
対
し
て
交
付
さ
れ
て
い

る
。

　

会
派
所
属
議
員
と
無
会
派
議
員
の
金

額
に
差
を
な
く
す
た
め
、
交
付
額
を
、

議
員
一
人
に
つ
き
一
律
の
月
額
５
千
円

に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

●
町
長
の
諮
問
に
応
じ
議
員
の
報
酬

　
等
を
審
議
す
る
た
め
設
置
（
第
１
条
）

●
審
議
会
の
意
見
を

　
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
２
条
）

　

議
会
議
員
の
報
酬
、
町
長
や
副
町

長
及
び
教
育
長
の
給
料
の
額
に
関
す

る
条
例
を
議
会
に
提
出
す
る
と
き
は
、

事
前
に
報
酬
な
ど
の
額
に
つ
い
て
、

「
審
議
会
の
意
見
を
聴
く
も
の
と
す

る
」
と
定
め
て
い
る
。

●
審
議
会
の
構
成
は
７
名
（
第
３
条
）

　

久
御
山
町
内
の
公
共
的
団
体
等
の

代
表
者
、
そ
の
ほ
か
住
民
の
う
ち
か

ら
必
要
の
都
度
、
町
長
が
任
命
す
る
。

（
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
条
例
よ
り
）

議会運営
委員会
REPORT

委
員
会
提
出
議
案
第
１
号

議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
条
例
制
定

委
員
会
提
出
議
案
第
２
号

議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
一
部
改
正

委
員
会
提
出
議
案
第
３
号

議
会
政
務
活
動
費
の
交
付
に

関
す
る
条
例
一
部
改
正

※

久
御
山
町
特
別
職
報
酬
等

　
　
　
　
　
審
議
会
と
は
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３
月
８
日
に
開
か
れ
た
総
務
事
業
常

任
委
員
会
（
林
吉
一
委
員
長
）
で
は
、

付
託
さ
れ
た
９
議
案
の
審
議
（
本
会
議

で
の
採
決
結
果
は
12
ペ
ー
ジ
参
照
）
と
、

行
政
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

付
託
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、
特
に
活

発
な
質
疑
の
あ
っ
た
議
案
審
査
に
つ
い

て
報
告
し
ま
す
。

Q　
特
定
任
期
付
職
員
の
採
用
予
定
は

あ
る
の
か
。

A
　
今
の
と
こ
ろ
必
要
な
い
と
考
え
る
。

Q　
会
計
年
度
任
用
職
員
と
の
違
い
は
。

A
　
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
任
期
の
限
ら

れ
た
正
職
員
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

総務事業
常任委員会

３月８日

REPORT

Q　
地
方
公
共
団
体
で
独
自
の
定
義
が

許
容
さ
れ
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

A
　
法
改
正
の
主
旨
そ
の
も
の
が
、
統

一
性
を
図
る
も
の
で
あ
る
た
め
。

Q　
個
人
情
報
保
護
委
員
会
と
は
。

A
　
改
正
後
の
総
括
組
織
で
あ
る
。

Q　
な
ぜ
区
域
内
の
高
さ
制
限
が
大
幅

に
変
更
さ
れ
る
の
か
。

A
　
ホ
テ
ル
誘
致
の
実
現
の
た
め
。

Q　
新
た
な
地
区
設
定
を
し
て
い
る
の

は
な
ぜ
か
。
住
居
地
に
近
い
が
。

A
　
利
用
目
的
に
よ
り
変
更
し
た
。

　
　

住
居
に
影
響
の
な
い
範
囲
で
国
道

か
ら
の
導
線
を
考
え
た
。

◆休会中の事務調査／1月25日 テーマ：インボイス制度について

◆インボイス（適格請求書）とはー
売手が、買手に対し正確な適用税率や消費税額
を伝えるための手段であり、一定の事項が記載
された請求書や納品書その他これらに類するも
のをいう。

◆インボイス発行事業者登録制度
インボイスを交付できるのは、インボイス発行
事業者に限られ、発行事業者となるためには、
登録申請をおこない、登録を受ける必要がある。
なお、課税事業者でなければ登録を受けること
はできない。

◆仕入税額控除とはー
消費税の課税売上にかかる消費税から課税仕入
にかかる消費税を控除すること。つまり、課税
売上の消費税が1000円で、課税仕入の消費税が
200円であれば、差額の800円を納税する。この
200円が、仕入税額控除の額となる。

＜質疑より＞
Ｑクレジットカード利用明細は適用されないのか。
Ａ従来より、仕入税額控除は適用されない。クレ
ジットカード事業者は代金回収業者となるため。

Ｑ免税業者が課税業者となるときにソフトの斡旋
など支援体制はないのか。
Ａ税務署としては管轄外、個人個人の判断となる。
Ｑ登録申請の提出状況はどの程度か。
Ａ課税事業者に関してのみになるが、12月末時点
で法人・個人合わせた全体で７割５分である。

総務事業常任委員会は、休会中の事務調査として、令和５年10月１日からはじまるインボイス制度について
宇治税務署から職員を招き、住民・事業者に対する影響について調査した。

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等

に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

森
大
内
地
区
地
区
計
画
区
域
内
に
お

け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例

一
部
改
正
に
つ
い
て

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律

施
行
条
例
制
定
に
つ
い
て

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査

会
条
例
制
定
に
つ
い
て

情
報
公
開
条
例
一
部
改
正
に
つ
い

て
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３
月
９
日
に
開
か
れ
た
民
生
教
育
常

任
委
員
会
（
巽
悦
子
委
員
長
）
で
は
、

付
託
さ
れ
た
４
議
案
の
審
議
（
本
会
議

で
の
採
決
結
果
は
12
ペ
ー
ジ
参
照
）
と
、

行
政
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

Q　
こ
れ
ま
で
食
中
毒
の
予
防
、
感
染

症
の
ま
ん
延
防
止
は
。

A
　
「
指
導
員
手
引
き
」
を
作
成
し
対

応
し
て
き
た
。

Q　
「
安
全
計
画
」
の
策
定
は
ど
の
よ

う
に
。

A
　
策
定
義
務
が
付
加
さ
れ
た
が
、
令

和
5
年
度
は
努
力
義
務
期
間
。

　
　

一
年
間
か
け
て
策
定
し
、
指
導
員
、

保
護
者
に
周
知
す
る
。

Q　
現
行
第
13
条
（
懲
戒
に
係
る
権
限

の
濫
用
禁
止
）
の
削
除
は
。

A
　
民
法
第
８
２
２
条
が
見
直
さ
れ
、

削
除
と
な
っ
た
た
め
。

Q　
民
法
で
は
、
親
権
者
に
よ
る
子
へ

の
懲
戒
禁
止
だ
が
。

A
　
施
設
長
が
、
親
権
代
行
の
た
め
。

Q　
加
算
額
が
、
上
限
３
万
円
と
は
。

A
　
産
科
医
療
補
償
制
度
の
掛
け
金
は
、

令
和
4
年
1
月
以
降
、
補
償
対
象

の
個
別
審
査
が
一
般
審
査
に
統
合

さ
れ
、
現
在
、
１
分
娩
当
た
り
１

万
２
千
円
の
た
め
。

◆休会中の事務調査／1月26日 テーマ：「はぐくみ」と教育委員会の連携

＝具体的な支援とは＝

◆「妊娠届」～１歳未満児では…
保健師が対象となる母親と直接面談し、育児不
安などを持っておられる場合には、希望なども
聞きながらパパ＆ママ教室などの事業の利用を
提案する。
その後も定期的訪問や電話連絡などで子どもと
家庭の状況を把握する。

◆「妊娠届」～１歳未満児…そして次年度
子育て家庭との繋がりや支援を強くするため、
令和５年度に向け、積極的に子育て家庭を訪問
するなど、アウトリーチ型事業を検討する。

◆「はぐくみ」と教育委員会の連携では…
子育てに支援が必要な家庭に対し、「はぐく
み」と小中学校における相談体制の両側から支
えることを目指し、連携に努めている。

＜質疑より＞
Ｑ　対応がかなり広範囲となるが、人的には足り

るのか。
Ａ　相談件数が増えてきたときには、専門職など

増員が必要となってくる。
　　今は、ケースごとに情報を共有し、役割分担

しながら進めている。

民生教育常任委員会は、休会中の事務調査として、令和３年度設置のくみやま子育て応援センタ―
「はぐくみ」と教育委員会との連携について調査した。

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
一
部
改
正

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地

域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
一
部
改
正

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
一
部
改
正

国
民
健
康
保
険
条
例
一
部
改
正

民生教育
常任委員会

３月９日

REPORT
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■全員賛成の議案
三郷山財産区特別会計 

下水道事業会計 

国民健康保険特別会計〈事業勘定〉（第４号） 

三郷山財産区特別会計（第３号） 

介護保険特別会計（第２号） 

後期高齢者医療特別会計（第２号） 

水道事業会計（第５号） 

下水道事業会計（第５号）

議会政務活動費の交付に関する条例一部改正

一般職の任期付職員の採用等に関する条例制定 

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例一部改正 

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例一部改正 

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例一部改正 

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例一部改正 

国民健康保険条例一部改正

水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例一部改正 

公共下水道条例全部改正 

都市下水路条例の廃止 

令和５年度
当初予算

令和４年度
補正予算

委員会提出

条例

■賛否が分かれた議案
３月会議　全議案の採決結果

（注）表中の○及び×は、○=賛成討論、×=反対討論をおこなっています。

※中井議長は、賛否同数以外は採決に加わりません。

〇＝賛成　×＝反対　－＝欠席

議案／議員

公明党 共産党 くみやま
みらい

ネクスト
くみやま

会派に
属さない議員

結
　
果

中
井
　
孝
紀

樋
口
　
房
次

松
尾
　
　
憲

芦
田
　
祐
介

内
田
　
孝
司

田
口
　
浩
嗣

篠
田
　
久
和

島
　
　
宏
樹

林
　
　
吉
一

松
本
　
義
裕

巽
　
　
悦
子

中
野
ま
す
み

戸
川
　
和
子

岩
田
　
芳
一

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

×

×

×

×

×

×

〇

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

〇

×

×

×

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
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〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

〇

○

○

○

○

○

○

〇

○

○

○

○

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

一般会計 

国民健康保険特別会計〈事業勘定〉 

介護保険特別会計 

後期高齢者医療特別会計 

水道事業会計 

一般会計（第８号） 

議会の個人情報の保護に関する条例制定 

議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条例一部改正 

個人情報の保護に関する法律施行条例制定 

情報公開・個人情報保護審査会条例制定 

情報公開条例一部改正 

森南大内地区地区計画区域内における建築物の制限に関する条例一部改正 

令和５年度
当初予算

令和４年度
補正予算

委員会提出

条例
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※印の質問事項は誌面の都合上掲載しておりません。録画映像をご覧ください。
各議員の写真の下にあるＱＲコードを読み込むと、一般質問の動画がスマートフォンやタブレット端末で
ご覧いただけます。

①まちづくりセンター整備計画の全容
②内水排除対策
③公共交通網整備

P20一問
一答

①産業大使
②子育て支援
③職員の服務規律

P18一問
一答芦田　祐介 議員

あしだ ゆうすけ

①公共交通機関（のってこタクシー）の利便性
②森南大内（仮称）「ルートインホテルくみやま」建設 P19一答中野ますみ 議員

なかの

松尾　　憲 議員
まつお あきら

一問
一答

◎一般質問

◎代表質問

質問者 質問項目〔質問方法〕 ページ

①御牧地区少子化対策
②町内道路の渋滞解消施策 P14一答田口　浩嗣 議員

ネクストくみやま
たぐち こうじ 一括

質問

①令和５年度施政方針及び令和５年度の取り組み
②住民・事業者の負担軽減 P15一答松本　義裕 議員

くみやまみらい
まつもと よしひろ 一括

質問

①全世代・全員活躍まちづくりセンター
②開発協力金
③安心・安全な学校給食

P16戸川　和子 議員
公明党議員団

とがわ かずこ 一括
質問

①コロナ感染症の認識・対応
②新市街地整備地「みなくるタウン」
③消防・府営水道の広域化 ※
④障害者福祉 ※
⑤2023 年度予算の歳出 ※

P17巽　　悦子 議員
日本共産党議員団
たつみ えつこ 一括

質問

３月定例会では、４会派の議員が代表質問を、３議員が一般質問をおこないました。
代表質問は町長の施政方針演説を受けて質問、一般質問は行政全般について質問するものです。

代
表
・一
般
質
問
で
町
政
を
問
う

４
会
派

３
議
員

くみやま 議会だより　No.170（13）



い
が
、
田
口
議
員
が
以
前
か
ら
指
摘
さ

れ
て
い
る
市
街
化
調
整
区
域
で
の
住
環

境
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
令
和
５
年
度
の
新
規
事
業
で
市
街
化

調
整
区
域
の
優
良
田
園
住
宅
等
の
立
地

可
能
性
調
査
を
お
こ
な
う
た
め
と
し
て
、

「
市
街
化
調
整
区
域
優
良
田
園
住
宅
等

可
能
性
調
査
に
お
け
る
支
援
業
務
」
を

新
た
に
計
上
し
て
い
る
が
、
内
容
は
。

　
少
子
化
対
策
に
歯
止
め
が
き
く
の
か
。

　

令
和
５
年
度
予
算
に
お
い
て
、
市
街

化
調
整
区
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
・
存
続
や
住
環
境
の
向
上
策
と
し
て
、

「
市
街
化
調
整
区
域
優
良
田
園
住
宅
等

　
子
ど
も
の
数
が
著
し
く
減
少
し
て
い

る
御
牧
校
区
の
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

聞
く
。

　
施
策
に
よ
り
出
生
率
を
伸
ば
し
て
い

る
自
治
体
が
あ
る
な
か
、
本
町
で
も
他

所
か
ら
の
移
住
に
際
し
て
、
移
住
促
進

施
策
や
定
住
に
対
す
る
補
助
の
考
え
は
。

　
世
帯
の
増
加
低
迷
に
は
土
地
の
利
用

制
限
が
あ
る
。
地
区
計
画
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
く
地
区
計
画
の
申
請
状
況
は
。

　

少
子
化
対
策
で
は
現
在
、
地
区
計
画

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
住
環
境
整

備
型
に
関
す
る
地
区
計
画
の
申
請
は
な

可
能
性
調
査
に
お
け
る
支
援
業
務
」
を

新
た
に
計
上
し
た
。

　

地
区
計
画
や
優
良
田
園
住
宅
制
度
等

の
適
用
を
検
討
す
る
モ
デ
ル
地
区
を
選

定
し
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら

れ
る
環
境
の
ま
ち
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
も

の
。

　
交
通
渋
滞
は
地
域
経
済
に
も
影
響
が

大
き
く
、
企
業
の
人
材
確
保
に
お
い
て

も
通
勤
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
。

　
み
な
く
る
タ
ウ
ン
の
中
心
道
路
は
府

道
八
幡
宇
治
線
へ
つ
な
が
る
予
定
に
な

っ
て
い
る
が
、
府
道
に
お
け
る
東
西
渋

滞
は
よ
り
ひ
ど
く
な
る
と
考
え
る
。

　
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
か
ら
新
た
な

府
道
東
西
線
と
、
み
な
く
る
タ
ウ
ン
の

導
線
を
結
ぶ
考
え
は
。

　

渋
滞
解
消
施
策
と
し
て
、
町
内
の
道

路
の
安
全
対
策
は
継
続
し
て
取
り
組
む

と
と
も
に
、
新
た
な
東
西
軸
の
道
路
整

備
に
関
し
て
も
、
引
き
続
き
京
都
府
へ

要
望
し
て
い
く
。

　
施
政
方
針
が
示
さ
れ
、
久
御
山
町
に

ホ
テ
ル
が
建
ち
、
み
な
く
る
タ
ウ
ン
の

開
発
が
進
む
な
か
、
今
ま
で
以
上
に
久

御
山
町
が
動
き
出
す
。
こ
の
先
４
期
目
、

５
期
目
と
信
貴
町
長
が
描
こ
う
と
す
る

未
来
を
聞
き
た
い
。

　

私
の
公
約
「
歴
史
の
創
造
く
･
み
･

や
･
ま
夢
実
現
計
画
」
55
の
宣
言
に
あ

る
、
く
ら
し
を
守
る
安
全
・
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
、
み
ら
い
に
進
化
す
る
ま
ち

づ
く
り
、
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
づ
く
り
、

ま
な
び
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

を
目
指
す
。

　

そ
し
て
全
世
代
・
全
員
が
活
躍
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念

で
も
あ
る
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。

御
牧
校
区
の
少
子
化
対
策
、

移
住
施
策
な
ど
の
考
え
は

Q
市
街
化
調
整
区
域
で
の
住
環

境
整
備
を
検
討
す
る

A

町
長
の
施
政
方
針
、

　
　
　
描
く
未
来
と
は

Q
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

A

町
　
長

町
　
長

町
　
長

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

町
　
長

たぐち こうじ

田口　浩嗣

調
整
区
域
の
地
区
計
画

４
類
型　

想
定
エ
リ
ア

ネクストくみやま
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の
っ
て
こ
優
タ
ク
シ
ー
運
行
事
業
や

第
２
期
産
業
振
興
計
画
夢
ト
ラ
イ
プ
ラ

ン
に
掲
げ
る
、
「
つ
な
ぐ
・
つ
な
が

る
・
そ
だ
て
る　

も
の
づ
く
り
の
苗
処

　

久
御
山
」
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の

施
策
を
実
施
し
、
住
ん
で
良
か
っ
た
、

操
業
し
て
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
た
だ

け
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。

　

新
し
く
実
施
す
る
助
成
や
事
業
は
、

子
育
て
支
援
医
療
費
で
は
、
０
歳
か
ら

満
18
歳
の
年
度
末
ま
で
の
通
院
・
入
院

費
用
の
無
償
化
を
令
和
５
年
秋
か
ら
の

実
施
に
向
け
て
進
め
た
い
。

　

さ
ら
に
今
回
実
施
す
る
子
育
て
応
援

定
期
便
事
業
は
、
出
産
後
、
子
ど
も
が

生
後
３
か
月
か
ら
満
１
歳
と
な
る
ま
で

の
間
、
全
て
の
子
育
て
家
庭
を
町
が
任

用
す
る
産
前
・
産
後
訪
問
支
援
員
が
定

期
的
に
訪
問
し
、
必
要
に
応
じ
て
保
健

師
が
対
応
す
る
。

　
本
町
独
自
の
住
民
・
事
業
者
の
負
担

軽
減
策
の
継
続
は
。

　
令
和
５
年
度
に
新
し
く
実
施
す
る
助

成
や
事
業
は
。

　

継
続
し
て
お
こ
な
う
各
種
負
担
軽
減

策
は
、
不
妊
治
療
医
療
費
の
助
成
を
は

じ
め
、
こ
ど
も
園
・
小
学
校
の
給
食
費

補
助
な
ど
を
実
施
し
、
子
育
て
期
に
お

け
る
負
担
軽
減
を
図
る
。

　

事
業
者
・
農
業
者
向
け
の
施
策
は
、

中
小
企
業
低
利
融
資
制
度
、
企
業
の
展

示
会
等
出
展
支
援
助
成
や
久
御
山
ブ
ラ

ン
ド
推
進
補
助
な
ど
を
実
施
す
る
。

　

こ
の
事
業
は
、
京
都
府
下
で
も
初
め

て
の
取
り
組
み
で
あ
り
、
妊
娠
時
か
ら

満
１
歳
に
な
る
ま
で
、
切
れ
目
が
な
い

支
援
を
必
要
と
す
る
家
庭
に
、
支
援
が

行
き
届
く
も
の
に
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
地
域
の
宝
」
で
あ
る

子
ど
も
と
そ
の
家
庭
を
支
援
す
る
施
策

を
充
実
し
、
本
町
の
出
生
者
数
の
増
加

に
も
繋
げ
て
い
き
た
い
。

　
令
和
５
年
度
当
初
予
算
案
は
、
人
と

人
と
の
絆
の
再
構
築
の
推
進
の
柱
が
次

の
事
業
で
あ
る
。

①
地
域
の
絆
を
深
め
る
防
災
訓
練

②
地
域
の
き
ず
な
再
構
築
支
援
補
助

事
業
（
新
規
）

③
人
と
人
を
つ
な
ぐ
ま
ち
の
が
っ
こ

う
開
催
の
支
援

④「
絆
の
再
構
築
・
地
域
で
子
育

て
！
」
推
進
事
業
（
新
規
）

⑤
子
育
て
応
援
定
期
便
事
業
（
新

規
）

こ
れ
ら
５
事
業
へ
の
町
長
の
思
い
は
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
人
間
関
係
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
が
進
行
し
た
。

　

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
を

防
げ
な
い
も
の
か
と
考
え
、
令
和
５
年

度
の
一
般
会
計
を
「
絆
の
再
構
築
」
予

算
と
位
置
付
け
、
地
域
の
絆
、
人
と
人

と
の
絆
、
地
域
で
子
育
て
を
推
進
す
る

絆
、
を
再
構
築
す
る
事
業
を
重
点
施
策

と
し
積
極
的
な
予
算
編
成
を
お
こ
な
っ

た
。

人
と
人
と
の
絆
の
再
構
築

推
進
へ
の
思
い
は

Q
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の

希
薄
化
を
防
ぎ
た
い

A

令
和
５
年
度
に
新
し
く

実
施
す
る
助
成
や
事
業
は

Q
０
歳
か
ら
満
18
歳
ま
で
の

医
療
費
の
無
償
化
を
実
施

A質
　
問

質
　
問

町
　
長

町
　
長

産前・産後訪問支援事業

くみやままちのがっこう2022

まつもと よしひろ

松本　義裕
くみやまみらい

くみやま 議会だより　No.170（15）



の
充
当
に
よ
り
、
一
般
会
計
の
単
年
度

負
担
を
軽
減
し
、
適
切
に
執
行
し
て
い

く
。

　
本
町
で
は
、
久
御
山
町
開
発
指
導
要

綱
に
基
づ
き
、
開
発
業
者
に
対
し
て
寄

附
と
い
う
形
の
開
発
協
力
金
を
求
め
て

い
る
。

　
支
払
い
は
任
意
の
た
め
支
払
わ
な
い

　
一
般
会
計
予
算
の
概
要
で
は
、
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
建
物
整
備

工
事
、
継
続
費
の
設
定
で
、
令
和
５
年

か
ら
令
和
７
年
で
27
億
６
５
０
０
万
円

と
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
財
源
は
。

　

で
き
る
だ
け
多
く
の
補
助
金
を
獲
得

す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。
建
設
工

事
費
や
駐
車
場
整
備
に
国
土
交
通
省
の

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
、

太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
に
つ
い
て
も
環
境

省
な
ど
の
補
助
金
が
獲
得
で
き
る
よ
う

研
究
す
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設
建
設

基
金
や
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
、
起
債

業
者
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
実
態

は
。

　

開
発
協
力
金
の
事
案
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
度
か
ら
令
和
３
年
度
の
５
年

間
で
、
対
象
の
96
％
の
72
件
が
納
め
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

　

納
め
て
い
た
だ
い
て
い
な
い
件
数
は

３
件
で
あ
る
。

　
近
隣
で
は
、
京
田
辺
市
や
宇
治
田
原

町
が
既
に
廃
止
さ
れ
て
お
り
、
宇
治
市

で
も
令
和
５
年
度
か
ら
廃
止
の
方
向
だ

と
報
道
さ
れ
て
い
た
。

　
本
町
で
の
廃
止
も
含
め
た
今
後
の
方

向
性
は
。

　

開
発
協
力
金
は
、
社
会
的
背
景
や
国

か
ら
の
指
導
も
踏
ま
え
検
討
が
必
要
な

時
期
に
き
て
い
る
。

　

久
御
山
町
開
発
指
導
要
綱
並
び
に
久

御
山
町
開
発
指
導
要
領
を
時
代
に
合
っ

た
も
の
に
改
正
し
て
い
く
考
え
で
、
来

年
度
に
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、
法
的
な

見
解
な
ど
専
門
家
の
助
言
を
受
け
、
現

状
と
課
題
を
整
理
し
、
具
体
的
な
検
討

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
文
科
省
の
調
査
で
は
、
無
償
化
に
よ

る
成
果
を
示
し
て
お
り
、
自
治
体
で
は

子
育
て
支
援
の
充
実
、
少
子
化
対
策
、

定
住
・
転
入
の
促
進
な
ど
が
あ
る
。

　
ま
た
、
児
童
生
徒
で
は
自
治
体
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
の
涵
養
、
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
事
の
摂
取
や
残
飯
を
減
ら

す
意
識
の
向
上
、
給
食
費
の
未
納
・
滞

納
に
対
す
る
心
理
的
負
担
の
解
消
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
給
食
無
償
化
の
考
え
は
。

　

本
町
で
は
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、

優
先
順
位
を
考
え
な
が
ら
教
育
環
境
を

整
え
、
現
在
の
保
護
者
負
担
軽
減
の
事

業
を
継
続
し
て
い
る
。

　

今
後
老
朽
化
し
て
い
る
施
設
の
改
修

も
必
要
な
こ
と
か
ら
、
無
償
化
の
実
施

は
難
し
い
。

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

整
備
の
財
源
は

Q
多
く
の
補
助
金
を
獲
得

す
る
よ
う
取
り
組
む

A

開
発
協
力
金
廃
止
も
含

め
た
今
後
の
方
向
性
は

Q
具
体
的
な
検
討
に
取
り

組
ん
で
い
く

A

給
食
無
償
化
の
考
え
は

Q
給
食
無
償
化
の
実
施
は

難
し
い

A

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

都
市
整
備
部
長

町
　
長

町
　
長

教
育
長

か
ん
よ
う

更地となった中央公民館跡

とがわ かずこ

戸川　和子
公明党議員団
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今
年
１
月
、
政
府
は
５
月
８
日
よ
り

コ
ロ
ナ
感
染
症
を
、
現
在
の
２
類
相
当

か
ら
５
類
に
移
行
す
る
方
針
を
発
表
し

た
。
　
公
的
な
支
援
か
ら
手
を
引
き
、
現
場

に
苦
難
を
押
し
付
け
る
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。
本
町
の
見
解
は
。

　

国
の
専
門
部
会
で
も
医
療
費
や
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
自
己
負
担
の
あ
り
方
、
幅

広
い
医
療
機
関
で
患
者
が
受
診
で
き
る

体
制
に
向
け
、
段
階
的
に
移
行
で
き
る

よ
う
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

京
都
府
町
村
会
か
ら
も
、
令
和
５
年

度
の
京
都
府
の
予
算
編
成
に
お
い
て
、

医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
体
制

の
確
保
等
に
十
分
な
支
援
、
配
慮
が
な

さ
れ
る
よ
う
要
望
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

　

本
町
と
し
て
も
、
引
き
続
き
体
制
を

整
え
て
対
応
し
た
い
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
者
の
届
出
が
必
要
な
対

象
者
は
、
65
歳
以
上
、
入
院
を
要
す
る
、

重
症
化
リ
ス
ク
が
あ
る
、
妊
婦
な
ど
で

あ
る
。

　
65
歳
未
満
の
感
染
者
の
把
握
は
で
き

な
い
の
か
。

　

昨
年
９
月
26
日
か
ら
、
感
染
者
の
全

数
把
握
の
簡
素
化
に
よ
り
重
症
化
リ
ス

ク
が
「
高
く
な
い
」
方
は
、
国
へ
の
報

告
義
務
が
な
く
な
っ
た
の
で
把
握
で
き

な
い
状
況
で
あ
る
。

　

新
市
街
地
整
備
（
み
な
く
る
タ
ウ

ン
）
計
画
で
、
令
和
4
年
度
の
支
出
額

と
税
金
を
投
入
す
る
事
業
、
及
び
事
業

の
終
了
予
定
時
期
は
。

　
党
議
員
団
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

の
回
答
で
、
「
開
発
が
目
的
に
な
っ
て

い
な
い
か
。
多
額
の
税
金
を
使
う
こ
と

に
慎
重
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
声
が

あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

令
和
４
年
度
中
の
支
出
額
は
、
第
1

期
・
2
期
地
区
の
地
権
者
組
織
支
援
業

務
と
し
て
、
現
在
１
１
９
９
万
円
で
委

託
契
約
し
て
い
る
。

　

本
町
が
実
施
予
定
の
事
業
は
、
各
地

区
の
基
幹
道
路
整
備
に
伴
う
用
地
費
、

道
路
築
造
費
、
組
合
へ
の
補
助
金
を
想

定
し
て
い
る
。

　

事
業
終
了
時
期
だ
が
、
第
１
期
整
備

地
区
は
、
令
和
９
年
か
ら
10
年
頃
を
想

定
、
第
２
期
整
備
地
区
と
住
街
区
促
進

ゾ
ー
ン
の
先
行
エ
リ
ア
は
、
第
１
期
整

備
地
区
の
進
捗
か
ら
１
年
半
ほ
ど
後
を

追
い
か
け
、
令
和
11
年
か
ら
12
年
頃
を

想
定
し
て
い
る
。

　

み
な
く
る
タ
ウ
ン
の
整
備
は
、
各
地

区
と
も
組
合
施
行
の
土
地
区
画
整
理
事

業
で
整
備
さ
れ
る
た
め
、
事
業
費
は
事

業
計
画
書
に
定
め
ら
れ
、
組
合
の
保
留

地
処
分
で
捻
出
さ
れ
る
。

　

み
な
く
る
タ
ウ
ン
の
整
備
は
、
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
掲
載
し
一
定
の
周

知
を
図
っ
て
い
る
。

　

開
発
を
目
的
と
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
ま
ち
づ
く
り
を
契
機
に
、
地
域

の
絆
や
そ
う
い
っ
た
も
の
を
育
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

65
歳
未
満
の
感
染
者
の

把
握
は
で
き
な
い
の
か

Q
国
へ
報
告
義
務
が
な
い
の

で
把
握
で
き
な
い
状
況

A

新
市
街
地
整
備
、開
発
が

目
的
に
な
っ
て
い
な
い
か

Q
ま
ち
づ
く
り
を
契
機
に

地
域
の
絆
を
育
み
た
い

A

質
　
問

質
　
問

質
　
問

都
市
整
備
部
担
当
部
長

国
保
健
康
課
長

国
保
健
康
課
長

町
　
長

＊
他
の
質
問
は
、
紙
面
上
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
議
員
の
写
真
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り

録
画
映
像
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「みなくるタウン」計画（町HPより）

たつみ えつこ

巽　　悦子
日本共産党議員団

＊
地
域
保
健
医
療
対
策
の
充
実
強
化
を
京
都
府

に
求
め
た
京
都
府
町
村
会
提
出
の
予
算
編
成
に

関
す
る
要
望
書
（
令
和
４
年
12
月
）
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委
嘱
者
、
投
稿
回
数
達
成
者
と
も
に

少
な
い
。
初
年
度
実
績
を
ど
の
よ
う
に

見
て
い
る
の
か
。

　

改
善
策
と
し
て
、
町
広
報
に
大
使
の

紹
介
ペ
ー
ジ
を
設
け
る
こ
と
や
、
町
行

事
に
お
い
て
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
な
ど

産
業
大
使
の
知
名
度
を
上
げ
て
い
く
と

と
も
に
、
大
使
に
投
稿
を
促
す
策
と
し

て
、
町
の
情
報
を
積
極
的
に
提
供
し
て

い
く
。

　
産
業
大
使
と
は
別
に
、
町
出
身
の
著

名
人
な
ど
を
「
観
光
大
使
」
や
「
文
化

大
使
」
に
委
嘱
し
て
は
。

　

ひ
と
つ
の
手
法
で
は
あ
る
が
、
誰
も

が
な
る
ほ
ど
と
認
め
る
方
を
委
嘱
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ハ
ー
ド
ル
が
高

く
、
貴
重
な
ご
意
見
と
し
て
承
る
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
産
業
大
使
制
度
が

創
設
さ
れ
た
。
町
長
か
ら
委
嘱
を
受
け

た
大
使
が
自
身
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
毎
週
１
回

以
上
、
産
業
情
報
な
ど
を
投
稿
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
大
使
の
定
員
と
委

嘱
者
数
、
規
定
投
稿
回
数
を
達
成
し
て

い
る
大
使
の
人
数
は
。

　

定
員
は
50
名
。
委
嘱
者
は
17
名
で
あ

り
、
そ
の
う
ち
規
定
投
稿
回
数
を
達
成

し
て
い
る
の
は
２
名
で
あ
る
。

　
私
の
も
と
に
会
計
年
度
任
用
職
員
Ａ

氏
が
監
督
官
庁
の
許
認
可
を
得
ず
に
古

物
商
と
自
動
車
分
解
整
備
業
を
お
こ
な

っ
て
い
る
と
い
う
匿
名
の
告
発
文
が
届

い
た
。
役
場
に
も
同
じ
文
書
を
送
付
し

た
と
記
載
が
あ
る
が
。

　

職
務
に
関
係
の
な
い
こ
と
は
答
弁
を

差
し
控
え
る
。

　
事
実
関
係
は
調
査
し
た
の
か
。
Ａ
氏

の
公
務
外
の
法
令
違
反
を
指
摘
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
顧
問
弁
護
士
に
法
的
見

解
を
照
会
し
た
の
か
。
ま
た
処
分
な
ど

は
な
さ
れ
た
の
か
。

　

職
務
に
関
係
の
な
い
こ
と
は
答
弁
を

差
し
控
え
る
。

　

一
般
論
と
し
て
職
員
の
信
用
失
墜
行

為
に
該
当
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
対
応

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
厚
生
労
働
省
は
、
使
用
済
み
紙
お
む

つ
を
園
内
処
理
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る

通
知
を
出
し
た
。
こ
の
通
知
に
対
す
る

所
見
は
。
ま
た
、
町
長
の
見
解
は
。

　

多
く
の
自
治
体
が
保
育
士
・
保
護
者

負
担
軽
減
の
た
め
に
使
用
済
み
紙
お
む

つ
の
園
内
処
理
を
実
施
、
検
討
し
て
お

り
、
国
と
し
て
も
推
奨
す
る
動
き
に
変

わ
っ
て
き
た
と
理
解
し
て
い
る
。

　

厚
生
労
働
省
の
通
知
を
踏
ま
え
て
、

教
育
委
員
会
で
検
討
す
る
よ
う
に
指
示

し
た
。

産
業
大
使
制
度
は
う
ま
く

い
っ
て
い
な
い
の
で
は

Q
知
名
度
を
上
げ
、大
使
に

情
報
提
供
を
し
て
い
く

A

職
員
の
法
令
違
反
を
指
摘

す
る
告
発
が
あ
っ
た
が

Q
職
務
に
関
係
の
な
い
こ
と

は
答
弁
を
差
し
控
え
る

A

国
が
使
用
済
み
紙
お
む
つ

園
内
処
理
を
推
奨
し
た
が

Q
国
の
通
知
を
踏
ま
え

教
委
に
検
討
を
指
示
し
た

A

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

産
業
・
環
境
政
策
課
長

産
業
・
環
境
政
策
課
長

産
業
・
環
境
政
策
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

学
校
教
育
課
長

町
　
長

産業大使の委嘱書

あしだ ゆうすけ

芦田　祐介
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特
例
運
行
の
料
金
５
０
０
円
は
ど
の
よ

う
に
設
定
し
た
か
。
ま
た
回
数
券
の
補

助
の
増
額
の
要
望
が
あ
る
が
。

　

現
在
、
通
常
運
賃
が
３
０
０
円
、
乗

り
継
ぎ
の
費
用
補
助
と
し
て
１
０
０
円

負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
特
例
運

行
は
駅
へ
直
接
行
け
る
こ
と
を
考
慮
す

る
中
で
、
５
０
０
円
が
適
切
だ
と
地
域

公
共
交
通
協
議
会
に
お
い
て
承
認
を
得

た
。

　

回
数
券
の
助
成
金
額
の
増
額
（
現
在

は
半
額
）
は
現
在
考
え
て
い
な
い
。

　
「
停
留
所
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
が
不
便
。
荷
物
が
多
い
時
は
本

当
に
つ
ら
い
」
と
い
う
声
も
あ
る
。
停

留
所
に
つ
い
て
の
町
の
考
え
は
。

　

現
在
の
設
置
箇
所
と
自
宅
と
の
距
離

は
適
切
で
あ
る
。

　
高
齢
者
の
外
出
支
援
と
は
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
住
み
続
け
る
事

を
基
本
に
考
え
て
い
る
。
そ
の
中
で
必

要
と
な
る
の
が
移
動
手
段
。
町
内
の
公

共
交
通
を
ど
う
守
っ
て
い
く
か
な
ど
総

　
公
共
交
通
機
関
の
利
便
性
に
つ
い
て
、

党
議
員
団
の
く
ら
し
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
の
予
約
を
１
時
間

前
か
ら
30
分
前
に
短
縮
し
て
ほ
し
い
と

要
望
が
あ
っ
た
が
町
の
考
え
は
。

　

事
業
者
と
協
議
す
る
中
で
、
適
正
な

配
車
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
１
時
間

前
の
予
約
が
必
要
と
の
こ
と
で
あ
り
、

現
時
点
で
は
時
間
の
短
縮
は
難
し
い
。

　
御
牧
地
区
11
か
所
の
停
留
所
か
ら
京

阪
淀
駅
ま
で
乗
り
継
ぎ
な
し
で
行
け
る

合
的
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
支

援
に
つ
い
て
は
そ
の
中
で
出
来
る
範
囲

で
考
え
て
い
き
た
い
。

　
党
議
員
団
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
の
っ

て
こ
バ
ス
の
復
活
を
求
め
る
声
が
多
く

あ
る
が
。

　

利
用
者
の
低
迷
や
委
託
料
の
肥
大
化

な
ど
に
よ
り
運
行
を
終
了
し
た
。
の
っ

て
こ
タ
ク
シ
ー
が
多
く
の
方
に
利
用
さ

れ
て
お
り
、
復
活
は
考
え
て
い
な
い
。

　
森
南
大
内
ホ
テ
ル
建
設
の
地
元
説
明

会
で
、
ホ
テ
ル
敷
地
内
の
居
酒
屋
に
つ

い
て
風
紀
問
題
や
臭
い
、
ビ
ル
風
な
ど

の
質
問
が
あ
っ
た
。
事
業
者
か
ら
は

「
対
応
し
て
い
く
。
ビ
ル
風
は
今
ま
で

な
か
っ
た
」
と
簡
単
な
答
弁
で
あ
っ
た
。

町
は
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
た
か
。

　

多
く
の
実
績
の
中
で
問
題
は
発
生
し

て
お
ら
ず
、
仮
に
発
生
し
た
場
合
は
対

応
策
を
講
じ
て
責
任
を
も
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
お
お

む
ね
ご
理
解
を
得
た
と
考
え
て
い
る
。

　
地
区
計
画
の
高
さ
制
限
の
変
更
に
至

っ
た
の
は
。

　

都
市
計
画
審
議
会
の
答
申
を
踏
ま
え

て
決
定
し
た
。
建
築
条
例
の
改
正
は
３

月
議
会
に
上
程
し
て
い
る
。

の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
の

　
　
予
約
時
間
の
短
縮
は

Q
配
車
確
保
に
は
従
来
通
り

１
時
間
前
の
予
約
が
必
要

A

ホ
テ
ル
敷
地
の
風
紀

問
題
な
ど
へ
の
対
応
は

Q
問
題
発
生
時
は
事
業
者
が

責
任
を
持
っ
て
取
り
組
む

A

新
市
街
地
整
備
課
長

新
市
街
地
整
備
課
長

新
市
街
地
整
備
課
長

新
市
街
地
整
備
課
長

質
　
問

民
生
部
長

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

産
業
・
環
境
政
策
課
長

産
業
・
環
境
政
策
課
長

運行を終了したのってこバス

なかの

中野ますみ
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20
年
９
月
の
答
弁
で
は
、
お
お
む
ね

16
億
円
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
設
計
対

話
や
要
望
を
聞
き
変
わ
っ
て
き
た
と
の

こ
と
だ
が
、
こ
れ
だ
け
大
き
く
変
わ
っ

て
も
い
い
の
か
。
ま
た
他
の
計
画
―

小
・
中
学
校
の
更
新
や
水
道
管
更
新
な

ど
に
影
響
は
な
い
の
か
。
使
用
目
的
が

あ
っ
て
集
め
た
税
で
あ
る
。

　
こ
こ
は
一
歩
踏
み
と
ど
ま
り
考
え
直

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
10
年
で
財
政
調
整
基
金
も
大
き

く
伸
び
、
ま
た
税
収
も
伸
び
経
済
に
影

響
を
受
け
な
い
財
政
基
盤
が
あ
る
。
こ

の
本
町
の
強
み
を
念
頭
に
、
総
合
的
に

考
え
、
未
来
に
つ
な
が
る
投
資
は
し
っ

か
り
お
こ
な
う
。

　
一
月
末
の
委
員
会
行
政
報
告
で
、
26

億
余
と
出
て
、
新
年
度
予
算
に
継
続
費

と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
。
い
つ
検
討

し
た
の
か
。

　

当
初
予
算
を
組
む
な
か
で
、
物
価
上

昇
分
、
財
源
は
ど
う
か
検
討
し
、
議
論

し
て
一
月
中
旬
に
最
終
決
定
し
た
。

　
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
、

基
本
計
画
な
ど
含
め
約
30
億
円
と
当
初

か
ら
大
幅
に
膨
れ
上
が
っ
て
い
る
が
、

最
終
判
断
し
た
町
長
の
思
い
は
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

約
６
年
間
か
け
て
検
討
し
て
き
た
。

様
々
な
提
案
・
意
見
を
聞
き
、
ま
た
基

金
積
立
な
ど
を
講
じ
進
め
て
き
た
。
直

近
の
資
材
な
ど
の
高
騰
で
建
設
費
が
高

く
な
る
が
、
国
庫
補
助
獲
得
な
ど
、
財

政
負
担
を
軽
減
し
、
期
待
に
応
え
る
べ

く
取
り
組
む
の
で
、
理
解
を
頂
き
た
い
。

　
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
下
に
調
整
池

を
計
画
し
て
い
る
が
、
内
水
排
除
対
策

と
し
て
、
そ
の
容
量
と
効
果
は
。

　

荒
見
都
市
下
水
路
エ
リ
ア
に
あ
り
、

約
６
ha
の
浸
水
区
域
の
解
消
を
図
る
、

６
千
㎥
の
調
整
池
を
整
備
す
る
。

　
こ
の
約
６
ha
の
地
域
、
ど
れ
く
ら
い

の
浸
水
と
想
定
し
て
い
る
の
か
。

　

時
間
当
た
り
最
大
54
㎜
の
雨
量
で
30

㎝
以
上
の
浸
水
を
想
定
し
、
そ
の
解
消

に
努
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
や
ま
ち
の
に

わ
構
想
で
、
町
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す

る
、
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
は
住
民

の
足
の
確
保
が
問
題
で
あ
る
。
今
の
計

画
に
は
そ
の
点
が
見
え
な
い
が
。

　

に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
は
公
共
交
通
の

充
実
は
必
要
不
可
欠
と
認
識
し
て
い
る
。

企
業
・
事
業
者
と
も
意
見
交
換
し
、
府

に
対
し
て
も
支
援
を
要
望
し
取
り
組
む
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
公
共
交
通
が
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
公
共
交
通
網

形
成
計
画
の
取
り
組
み
で
、
で
き
る
限

り
の
取
り
組
み
を
し
て
い
く
。

ま
ち
セ
ン
約
30
億
円

　

考
え
直
す
べ
き
で
は

Q
基
金
も
伸
び
て
い
る

未
来
へ
の
投
資
を
お
こ
な
う

A

中
央
公
園
下
の
調
整
池

内
水
排
除
の
効
果
は

Q
６
ha
の
地
域
の

　
　
浸
水
を
解
消
す
る

A

に
ぎ
わ
い
の
創
出

　
　

足
の
確
保
が
問
題

Q
公
共
交
通
の
充
実
へ
向
け

出
来
る
限
り
取
り
組
む

A

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

新
市
街
地
整
備
課
長

町
　
長

副
町
長

副
町
長

建
設
課
長

建
設
課
長

質
　
問

町
　
長

中央公園グラウンド

まつお あきら

松尾　　憲
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１
月
31
日
、
宮
城
県
大
和
町
議

会
の
議
会
運
営
委
員
会
（
大
須
賀

委
員
長
ら
５
名
）
及
び
正
副
議
長

の
視
察
研
修
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

議
会
運
営
や
議
会
活
性
化
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
、

有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、
正
副
議
長
、
そ

し
て
議
会
運
営
委
員
会
と
広
報
広

聴
委
員
会
の
正
副
委
員
長
が
参
加

し
ま
し
た
。

よ
う
こ
そ
久
御
山
町
へ

宮
城
県
大
和
町
議
会

議
会
運
営
委
員
会
の
皆
さ
ん

た
い
わ

委員会で活発な意見交換

町村議会表彰
さらなる議会の発展へ！

全国町村議会議長会で
は、全国926の町村議会
になお一層の自己研鑽と
更なる議会の活性化を推
奨する観点から、他の範と
なる先進的な事績を残し
ている議会を表彰して称
えることとされており、この
たび本町議会が表彰を受
けました。

政策づくりと監視機能を十分に発揮している議会
・ 通年議会
・ 予算決算審査の常任委員会化
・ コロナ感染症対策

住民に開かれた議会
・ 議会広報（議会だより）の編集
・ 本会議・委員会の映像配信
・ 議会モニター制度
・ 地域懇談会 「ほんわか せっしょん」

その他「きて・みて・議会～ぶら～り議会見学会～」「ちょこっと懇談会」「こども議会」「休日議会」
「政策討論会」「高校生傍聴」などの取り組み実績あり

これからも議会の
発展に尽力します

くみやま 議会だより　No.170（21）



久御山町議会は、議会と住民の皆さまとが直接語り合う懇談会「ほんわかせっしょん」を、下記の日程で開催

しました。両会場ともにたくさんの住民の皆さまにお越しいただき、コロナ禍で３年近くも間が空いていたと

は思えないほどの、活発な意見交換ができました。当日の様子を会場でお聞きしたご意見と一緒に報告します。

住民と議員の

せっしょん
ほんわか

！

久御山町議会地域懇談会

REPORT
レポート

2月1８日

参加者／住民　９名
　　　　議員１２名

　　久御山町役場
コンベンションホール

2月 14日

ゆうホール
参加者／住民　６名
　　　　議員１４名
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編
集
後
記

委 員 長
副委員長
委　　員

オブザーバー
　（議長）

松尾　　憲
巽　　悦子
篠田　久和
松本　義裕
林　　吉一
樋口　房次
岩田　芳一
中井　孝紀

広報広聴委員会
　

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
の
二
年
間
は
、

制
約
あ
る
中
で
「
議
会
モ
ニ
タ
ー
」

や
「
ほ
ん
わ
か
せ
っ
し
ょ
ん
」
で

様
々
な
ご
意
見
を
頂
き
わ
か
り
や

す
い
誌
面
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
皆
さ
ま

の
声
に
応
え
ら
れ
る
「
情
報
発

信
」
に
一
層
邁
進
い
た
し
ま
す
。

松
尾　

憲

お聞かせいただいた様々なご質問・ご意見をご紹介します！

町図書館や小中学校

図書室の図書館司書は

正規雇用で。

町全体がどこへ進んでい

こうとしているのか分か

りにくい。

のってこ優タクシー、

予約方法の改善やドア to

ドア方式の取り入れを。

空き家が増えている、子

どもが町に帰ってこない。

交通機関を考えないと。

南海トラフ地震対策。

小・中・高校生などとの

合同訓練をしては。

自治会の役員のなり手が

いない。

北川顔の車の排ガス・大

型車の震動・騒音調査の

対策を！

不交付団体の恩恵を

住民への支援へ！

選挙の投票所が、

大橋辺の住民にとって

遠いです。

NOTE
ご参加いただいた住民の皆さま、寒さの厳しいなか会場まで足を運んでいただき、

ありがとうございました。本当に多数のご意見やご質問をお聞かせいただきましたが、

すべてをここでご紹介することはできません。行政からの回答が必要と認めたお声

は、久御山町議会広報広聴委員会で調整し、行政へ届けていきます。行政から回答

があれば、議会だよりを通じて皆さまにご報告させていただきます。

また、頂戴したご意見は、一般質問や各常任委員会での質問など、各議員の議員活

動の中で活かせるようにしてまいります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　久御山町議会

２年間ありがとうございました

くみやま 議会だより　No.170（23）



育
て
て
く
れ
た
　
　久
御
山

わが
まち

大
学
を
断
念
！
就
職
へ

　

長
岡
さ
ん
は
尋
常
小
学
校
４
年
生
で

終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。
集
団
疎
開
の
時

は
、
お
寺
の
本
堂
で
過
ご
し
ま
し
た
。

　

京
都
府
立
朱
雀
高
校
を
卒
業
、
京
都

大
学
を
受
験
す
る
の
で
す
が
願
い
は
か

な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
家
の
経
済
状
況

を
考
え
、
浪
人
生
活
は
諦
め
就
職
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

20
歳
代
で
、
義
兄
の
経
営
す
る
会
社

に
事
務
職
と
し
て
入
社
。
30
歳
代
で
、

会
社
の
責
任
者
と
な
る
た
め
に
精
密
板

金
技
術
を
習
得
。
40
歳
代
で
、
代
表
責

任
者
に
就
任
し
ま
し
た
。

「
く
み
や
ま
」と「
く
み
は
ま
」

　

会
社
が
久
御
山
に
移
転
す
る
こ
と
に

な
っ
た
た
め
、
自
宅
も
一
緒
に
引
越
し

ま
し
た
。
こ
れ
が
、
長
岡
さ
ん
と
久
御

山
町
と
の
「
出
会
い
」
で
す
。

　

京
都
市
内
に
行
っ
た
時
、
帰
宅
の
た

め
タ
ク
シ
ー
に
乗
り
、
行
き
先
を
伝
え

る
と
、
亀
岡
方
面
に
走
り
出
し
ま
し
た
。

　

ど
う
や
ら
「
く
み
は
ま
」
と
聞
こ
え

た
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
事
が
た
び

た
び
起
き
た
た
め
、
一
大
決
心
を
し
ま

し
た
。

久
御
山
を
有
名
に
せ
な
ア
カ
ン

　

「
よ
ー
し
！
久
御
山
を
間
違
え
ら
れ

な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
く
み
や
ま
を

も
っ
と
有
名
に
せ
な
ア
カ
ン
！
」　
　

　

長
岡
さ
ん
は
、
ま
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
へ
の
参
加
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
元
年
〜
24
年
ま
で
は
「
ふ
る
さ

と
フ
ェ
ア
く
み
や
ま
」
、
平
成
７
年
と

平
成
23
年
発
生
の
阪
神
淡
路
大
震
災
、

東
日
本
大
震
災
へ
の
支
援
活
動
に
も
参

加
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
現
在
も
な
お
続
け
て
お
り
、

事
務
局
長
も
務
め
た
「
古
川
を
美
し
く

す
る
会
」
、
友
人
の
誘
い
で
メ
ン
バ
ー

を
募
り
平
成
22
年
か
ら
始
め
た
「
お
も

ち
ゃ
病
院
」
な
ど
、
広
範
囲
で
精
力
的

な
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

い
ま
、
自
身
の
集
大
成
・
自
分
史

『
日
々
新
た
に
』
を
見
直
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
自
分
史
に
収
め
た
短
歌
を
―
。

　
　

為
せ
ば
成
る　

テ
フ
言
の
葉
を

　
　

胸
に
刻
み
て　

い
き
て
こ
し
吾

No.38

・

・

・
・
・
・

◎

◎

◎

◎

長岡幸夫さん
（佐山在住）

　

今
回
の「
こ
の
ま
ち
こ
の
ひ
と
」は
、

「
Ｋ・Ｕ・Ｄ
」（
感・運・度
胸
）で
、戦
前
戦

後
を
生
き
抜
い
て
こ
ら
れ
、今
も
な
お
久

御
山
町
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て

い
る
長
岡
幸
夫
さ
ん（
88
歳
）に
直
撃
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

（
聞
き
手
・
広
報
広
聴
委
員
会
）

・
・
・

開催中のおもちゃ病院
（会場：ゆうホール）

「2022年第82回全国教育美術展」に
入賞した琴葉さんの作品

宇野 琴葉さん
（東角小学校４年生）

　

表
紙
の
「
く
み
や
ま
」
の
文
字

は
、
久
御
山
町
で
収
穫
す
る
野
菜

や
風
景
な
ど
で
表
現
し
ま
し
た
。

　

「
や
」
の
、
く
み
や
ま
夢
タ
ワ

ー
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
平
和
を
願

い
国
旗
色
に
し
ま
し
た
。

　

好
き
な
教
科
は
図
工
。
と
り
わ

け
絵
を
描
く
こ
と
が
大
好
き
で
す
。

　

絵
画
で
気
が
合
う
の
が
、
お
父

さ
ん
。

　

将
来
の
夢
は
「
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
に
な
る
こ
と
」
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
絵
を
描
い
て
、
多

く
の
人
に
夢
あ
る
世
界
を
！

表紙の「くみやま」を描いたのは宇野琴葉さんです
こと  はう の

なが おか ゆき お
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